
                      

 

中部運輸局静岡運輸支局           令和３年７月２８日 

                                                                                                                  

                                                 

 

 

 

国民の祝日「海の日」式典のご案内について 
 

 

 国民の祝日「海の日」にあたり、下記により「海の日」式典を執り行いますので、 

 

ご案内申し上げます。 

 

  また、国土交通大臣等から表彰、感謝状を受けられる海事関係功労者等は、別添の受 

 

賞者名簿の方々となりますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

          １．行 事    「海の日」式典 

 

      ２．日 時  令和３年７月３０日（金） 午後１時３０分より 

 

      ３．場 所    静岡市清水文化会館マリナート 

            ２階大ホール 

              静岡市清水区島崎町 214 

 

     ４．取 材  取材の際は、受付窓口までお越し下さい。 

             

連絡先 

国土交通省中部運輸局静岡運輸支局 

運航担当  伊藤・玉田 

℡０５４－３５２－０１７５ 

 



     ５．その他  式典は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、座席の間隔を 

空ける等の必要な対策を講じます。 

取材される方におかれましても、新型コロナウイルス感染拡大 

防止のため、マスク着用、事前の検温にご協力いただきますよ

うお願い致します。 

 

 

『 海 の 日 』  式 典 概 要 

 

１．日 時  令和３年７月３０日（金） １３：３０ ～ 

 

２．場 所   静岡市清水文化会館マリナート ２階大ホール 

 

３．式次第     

 （１）  開式のことば 

  （２）  国歌斉唱 

 （３）   式辞（中部運輸局静岡運輸支局長 代読） 

  （４）   「海の日」清水港実行委員会 委員長挨拶 

 （５）  来賓祝辞 

  （６）   海事関係功労者等表彰 

             ◇ 国土交通大臣表彰 

            ◇ 中部運輸局長表彰 

            ◇ 中部運輸局 静岡運輸支局長表彰 

             ◇ 第三管区海上保安本部長表彰 

             ◇ 清水海上保安部長表彰 

   （７）  受賞者代表あいさつ 

   （８）  海の図画及び標語コンクール表彰     

            ◇ 静岡県清水港管理局長表彰 

              ◇ 清水港客船誘致委員会長表彰 

              ◇ 静岡県海事広報協会長表彰 

           ◇ 静岡市長表彰 

           ◇ 静岡市教育長表彰 

               

   （９）  閉式のことば 

 



令和３年 海事関係功労者等表彰

受 賞 者 名 簿

－ 僕らは海でつながっている －

「海の日」清水港実行委員会
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～ 海にひろがる 夢・みらい ～

私たちの国は、四面を海に囲まれた海洋国で、はるか昔から外国からの文化

の伝来をはじめ、人の往来や物の輸送、産業、生活などの各分野にわたって、

海に深くかかわってきました。

最近では、海洋開発やウォーターフロントの整備、また、マリンスポーツの

普及など海を利用する機会は急速に多様化しています。

さらに、今日、気候変動などの地球環境問題への対応や資源利用のニーズが

高まる中で、海の役割はこれまでにも増して重要になっています。

平成１９年７月に成立した「海洋基本法」では、我が国の平和及び海上輸送

の安全の確保、海洋教育の振興等の取り組みを積極的に進めるため、国、地方

公共団体及び海運事業者等の海洋に関わる関係者等が相互に連携を図りながら

協力することとされています。特に、「海の日」においては、国等は国民の間

に広く海洋についての理解と関心を深めるような行事の実施が求められていま

す。

我が国が海洋に関する国際協調の先導的役割を果たすとともに、経済社会の

発展と国民生活の安定向上を図り、海洋と人類の共生に貢献し、平和で美しい

海を次世代へ引き継げるよう、「海の日」は、国民の皆様が海の恩恵に感謝し、

海の大切さを改めて考える機会となることが期待されています。

「海の日」の由来

明治天皇が明治９年７月２０日に東北・北海道ご巡幸の帰途、灯台視察船

「明治丸」で青森から函館を経て横浜に御安着された日にちなんだものです。

昭和１６年以来７月２０日を「海の記念日」として、海運、造船、港湾等の

海事産業や船員等これらに従事する人々について国民の皆様に理解を深めてい

ただくために、全国各地でいろいろな行事が開催されてきました。

このような海の重要性にかんがみ、近年になって国民の祝日「海の日」を設

けようとの国民運動が大いに盛り上がり、その結果、平成７年２月に国民の祝

日に関する法律の一部改正が行われ、平成８年から７月２０日が国民の日「海

の日」として制定されました。

平成１３年「国民の祝日に関する法律」（祝日三連休化法）の一部改正より、

平成１５年から７月の第３月曜日が「海の日」となりました。今年は「国民の

祝日に関する法律」の特例により「海の日」は7月2２日となっています。
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国民の祝日『海の日』式典次第

１．開 式 の こ と ば

２．国 歌 斉 唱

３．式 辞

４．「 海 の 日 」 清 水 港 実 行 委 員 会 委 員 長 挨 拶

５．来 賓 祝 辞

６．海 事 功 労 者 等 表 彰

７．受 賞 者 代 表 あ い さ つ

８．海 の 図 画 及 び 標 語 コ ン ク ー ル 表 彰

９．閉 式 の こ と ば
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中部地方整備局は、令和３年７月に静岡県内で発生した梅雨前線に伴う大雨による災害対応
のため今年度は本式典に参加しておりません。

海上保安業務協力功労

受　賞　者　一　覧　表　

海 事 功 労

永 年 勤 続

3 2 5

　 区　分

9 24

計

学 校 賞

最 優 秀 賞
海
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5 12 29

1
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1
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33
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3
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774 6 6 4

標語コンクール 2 4

2 7 2

船 員 表 彰 2 1
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区　　　分 事　　　績 氏　    　名     事　業　者　（所属団体）

海事功労 造船業 渡邊　一太 株式会社清港ドック

〃 造船関連事業 平井　和之 有限会社平井電機

〃 倉　庫　業 山田　英夫 株式会社天野回漕店

永年勤続 船　　　員 色川　順 極洋水産株式会社

〃 船　　　員 木村　敏郎 太神漁業株式会社

区    　分 事　    績 氏　    　名     事　業　者　（所属団体）

海事功労 倉　庫　業 舩村　雅彦 船村興産倉庫株式会社

〃 倉　庫　業 山田　泰正 株式会社山清倉庫　

永年勤続 港湾運送事業 渡邊　成人 鈴与株式会社　

〃 港湾運送事業 杉本　浩生 田子の浦埠頭株式会社　

〃 海運貨物取扱業 藤浪　博之 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 近澤　真由子 清和海運株式会社

〃 船舶関連事業 渡瀨　 守 株式会社赤阪鐵工所

〃 船舶関連事業 折尾　幸司 株式会社赤阪鐵工所

〃 倉　庫　業 石川　育男 第一倉庫株式会社

〃 倉　庫　業 松浦　美佳 第一倉庫株式会社

〃 倉　庫　業 櫻井　いつ乃 株式会社富士ロジテック静岡

〃 船　　　員 櫻井　宏之 極洋水産株式会社

国　土　交　通　大　臣　 表　 彰

中　部　運　輸　局　長　表　彰
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区　　　分 事　　　績 氏　    　名     事　業　者　（所属団体）

海事功労 港湾運送事業 柳川　明 鈴与株式会社

〃 倉　庫　業 榊原　昇次 榊原産業株式会社

〃 倉　庫　業 伊藤　喜章 遠州運輸倉庫株式会社

〃 倉　庫　業 曽根　篤 株式会社富士ロジテック静岡

〃 倉　庫　業 清水　英一郎 丸二産業倉庫株式会社

永年勤続 港湾運送事業 近藤　信之 鈴与株式会社

〃 港湾運送事業 杉山　廣 鈴与株式会社

〃 港湾運送事業 橋本　典道 鈴与株式会社

〃 港湾運送事業 古家　清隆 鈴与株式会社

〃 港湾運送事業 髙津戸　秀 鈴与株式会社

〃 港湾運送事業 島　直巳 アオキトランス株式会社

〃 港湾運送事業 遠藤　康成 新興港運株式会社

〃 港湾運送事業 中田　浩 新興港運株式会社

〃 港湾運送事業 横山　幸司 新興港運株式会社

〃 海運貨物取扱業 玉舟　嘉英 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 山﨑　一範 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 漆畑　元嗣 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 片倉　久美子 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 夏目　千佳 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 堀井　美里 清和海運株式会社

〃 海運貨物取扱業 松本　由紀子 株式会社天野回漕店

〃 船舶関連事業 原野谷　昌弘 株式会社赤阪鐵工所

〃 船舶関連事業 道下　名実樹 株式会社赤阪鐵工所

〃 倉　庫　業 山本　直樹 第一倉庫株式会社

〃 倉　庫　業 秋山　晃利 東静運送株式会社

〃 倉　庫　業 手塚　博久 株式会社富士ロジテック静岡

〃 倉　庫　業 鈴木　裕 株式会社富士ロジテック静岡

〃 倉　庫　業 川島　一晃 株式会社富士ロジテック静岡

〃 倉　庫　業 佐々木　好宏 株式会社天野回漕店

中部運輸局静岡運輸支局長表彰
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区　分（事　績） 氏　　名 所属団体（事業者）

海上保安業務協力功労 大木　理暁 (公財)　海上保安協会清水支部

〃 山本　正好 (公社）　関東小型船安全協会

区　分（事　績） 氏　  名 所属団体（事業者）

海上保安業務協力功労 小泉　明弘 (公財)　海上保安協会清水支部

〃 増田　常男 (公財)　海上保安協会清水支部

〃 大島　忠且 (公財)　海上保安協会清水支部

〃 村岡　一男 元(公財)　海上保安協会清水支部

清 水 海 上 保 安 部 長 表 彰

第三管区海上保安本部長表彰
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区   　　分 氏　    　名 学   年 所　属　学　校　名

静岡県清水港管理局長賞 藥師寺　朱　里 6 清水船越小学校

〃 青　木　　　　結 5 清水興津小学校

〃 平　井　紅　羽 4 清水飯田小学校

〃 杉　山　璃　穂 3 清水有度第一小学校

〃 渡　邉　里　桜 2 静岡市立東源台小学校

〃 湧　井　　　忍 1 清水入江小学校

区   　　分 氏　    　名 学   年 所　属　学　校　名

清水港客船誘致委員会長賞 鈴　木　穂乃香 6 清水船越小学校

〃 新　山　煌　河 5 清水三保第一小学校

〃 小長井　美　歩 4 清水有度第一小学校

〃 伴　野　佑　龍 3 清水有度第一小学校

〃 岡　田　依雄太 2 清水有度第一小学校

〃 真　田　理　央 1 清水入江小学校

区   　　分 氏　    　名 学   年 所　属　学　校　名

静岡県海事広報協会長賞 早　川　明　里 6 清水駒越小学校

〃 鈴　木　実　梨 5 清水不二見小学校

〃 望　月　恵　奈 4 清水高部小学校

〃 青　木　果　南 3 清水宍原小学校

〃 長　島　未　怜 2 清水船越小学校

〃 望　月　　　華 1 清水高部小学校

学校賞 清水有度第一小学校

応募校数 ２８　校

出品点数 ６，２７６点

海 の 図 画 コ ン ク ー ル  　 

第２6回　海の図画コンクール（最優秀賞）
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区　　分 氏　　名 学 年 所属学校名

清水　卯衣 5 清水西河内小学校

松木　心美 3 豊田中学校

海蔵　　 樹 5 清水中河内小学校

塚本　　 慎 6 大里東小学校

秋田　颯矢 3 城山中学校

望月　柚那 3 清水両河内中学校

出品点数 １,１５６　点

静岡市教育長賞
水　ひかり　魚がおどる　清水港

“きれいな川と海、美しい港を守る”標語コンクール

静岡市長賞
守ろうよ　命をつなぐ　川と海

〃
駿河湾　守って育む　未来の笑顔

〃
この海は　あなたの心で　変わる場所

〃
ゴミ捨てる　度に未来を　捨てている

〃
守っていこう　命が宿る川と海　みんなで築く　明るい未来
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